
教育理念、教育目標について 評価
・教育理念、目的、育成人材像は定められているか。 4.3

・社会のニーズを踏まえた、学校の将来構想を抱いているか 4.3

・学校の教育理念、目的、学校の特徴などが学生、保護者に周知されているか。 4.3

自己評価のまとめ
・学校の教育理念や目的は、入学前のオリエンテーションなどで説明しているが、もう成人の為という理由で本人の意思尊重という
保護者も一定数いる。
・美容業界のニーズを生かした授業も行っていくが、美容以外の芸術にも触れ、美意識の向上に尽力する。

学校運営について 評価
・教育活動に関する情報公開が適正になされているか 3.8

・報告、連絡、相談が密にされているか 3.3

・専任教員は、適正に配備されているか（時間数や免許の有無） 3.5

・学生及び保護者からの要望苦情等での速やかな対応がされているか 3.8

自己評価のまとめ
・毎年、就業規則は、労使間で協議、労働基準監督署に届けでている。
・講師の入れ替えなど従来の授業から少しずつ変化し学生の反応をみつつ授業を行っていく努力をしている

教育活動 評価
4.3

・実技と講義が連動し、効果的学習に配慮されている 3.3

・常勤だけでなく非常勤の先生方にも教育理念や生徒への伝え方など改善できるところはしていく。 3.8

・職員の能力開発の為の研修が行われているか 2.8

自己評価のまとめ
・保護者を呼んで実際にシャンプー、カラーなど学生が日々、どんな授業をうけているのか体験していただき、
大変、好評をいただいたので今後も継続していけるといいと思う。

・毎学期ごとに成績については、保護者に報告しており、進級、卒業認定に関する状況について支障のでてきた
場合、早めに連携を取り、問題解決に一緒に取り組む形をとる努力をしている。

教育活動の成果 評価
・退学率の低減が図られているか 3.5

・離職率の改善が図られている 3

・資格の取得率向上が図られているか 3.3

自己評価のまとめ
・退学率は、昨年にくらべ改善している。
・卒業後、気持ちの面で３年続かない卒業生がいるので、就職に対しての意識を高めていける様に尽力していく

学生に対する様々な支援体制の整備 評価
・進路、就職に関する支援体制ができているか 4

・奨学金など、学生の経済的側面に対する支援体制は、整備されているか 4.3

・高校との連携による職業教育の取り組みが行われているか 3.7

自己評価のまとめ
・給付型奨学金が施行されてから、給付型を受ける学生が年々、増加傾向にあるように感じている。返済型の奨学金に

関して、制度をしっかりと理解しているのか社会的な問題となっている為、より丁寧な説明が必要となってくる。
・学生相談は、随時行える体制になっているはずだが、学生アンケートから、相談しにくいと感じている学生もいることがうかがえる

教育環境 評価
・学外の実習、インターンシップなど十分な教育体制を整備している 4.3

・施設、設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3.3

・防災・安全管理に対する体制は、整備されているか 2.3

自己評価のまとめ
・１年次から就職相談をして、内定までに見学、研修を行って２年次のサロン研修で戸惑うことがないよう配慮してい
る。学生からアシスタント業務についてサロンワークを行いたいという前向きな意見もでているので、実行できるよう
教務とも連携をとっていきたい

財務 評価
・財務について会計監査が行われているか 4

・財務情報公開の体制はできているか 3.7

・中長期的に学校の財務は、安定しているといえるか 3.3

自己評価のまとめ

令和7年度　自己評価　アンケート及び今後の改善点について

評価　5・4・3・2・1　十分できた5　例年並み　3　全くできなかった1

・少なくとも年１回、カリキュラム、学習教材,シラバスの見直しを行っているか

・設備に関して、トイレの改修工事、LEDへの切り替え、外壁の工事など随時行っている。



・月１回税理士の指導をうけながら、会計処理を行っている。
・入学者も定員充足しておるが、昨今の物価高騰、建築資材、人件費の高騰など今後の財務問題は、尽きないと
感じている

学生募集 評価
・学生募集活動は、適正に行われているか 4.3

・学校案内に学費、受験料、教材費等が明示されている 4.5

・学納金は、妥当なものとなっているか 3.8

自己評価のまとめ
・定員数集まっており、在学生からも分かるまで教えてくれる。と評価されていると思う。
・入学前に継続課題実習、オリエンテーションなどを行い、入学前から、友達作りなどできる場を設け、スムーズに
学校生活に入っていける様、環境整備をしている。
・物価（教材費）運送費の高騰、検定試験の値上がりにより、十分な教材、楽しんでもらえる学校行事を考えていく
ことも今後の課題となっていく

法令等の尊守 評価
・法令、専修学校設置基準等の適正な運営がされている 4.3

・高校生のデーター（紙ベースのもの）の管理をしっかりとしていく。個人情報の保護 4.3

・学生の声を聞いて学校がより良くなるようにしていく。（学生アンケートの実地） 3.5

・自己評価を毎年実地し、問題点を明確にし改善するべき点の意識を高めている

社会貢献、地域貢献 評価
・社会に貢献できる学生の育成に取り組んでいるか 3.8

自己評価のまとめ
・就職率は、悪くないが離職率が高いことが問題視されるが、美容業界だけなのか社会全体が就職に関して意識
が薄くなっている様に感じる。学生の声からは、学校生活が楽しかったと大半の学生が言ってくれる。

・SNSなどによる誹謗中傷などないように注意喚起、防止に努めている
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